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広報
平成6年 3尽き手 ' 

タア

.) 

(2/11・海上自衛隊内道路〉

第17回を迎えた「おおむら駅伝競走大会」は
2月11日¥海上自衛隊内道路を会場に行われま
しだO

大会には¥中学生男女¥高校¥一般など什2
チームガ参加。立春を過ぎだとはいえ余寒厳し

い中¥選手だちは冷だい風を吹き払うように力

走¥5区間の熱戦ガ繰り広げられました。
成績は18ペーシ、!こ掲載していぎす。 • 
-花と緑の街並み整備事業 2~3ページ
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広報おおむら平成6年3月号

花
と
緑
の
街
並
み
整
備
事
業

う
る
お
む、

ωあ
る
街
づ
く
り

駅
前
ゾ
ー
ン

完
成
予
想
図

大
村
駅
前
か
ら
パ
ス
タ
ミ
ナ
ル
前
の
交
差
点
ま
で
を

整
備
。こ
こ
に
は
¥
憩
い
の
広
場
や
¥
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
ガ
で
き
る
集
い
の
広
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
口

商業・業務ゾーン
ハスターミナル前の交差点から十八銀行大村

支居前安差点までを整備。

歩道橋の修景¥ベンチなどの設置で¥小休正

のできる賑わいのある通りを形成します。

完成予想図

況

プロムナードゾーン
国道から十八銀行大村支居前安差点聞を整備¥木々と

花に彩られた敵歩道やシンボルゲ トなどが設置され¥

や亨らぎのある通りをかもしだ、します。

大
村
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
花
と
緑
の
街
並
み
整
備

事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

内
容
の
大
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
の
中
心
と
な
る
市
道

大
村
駅
前
線
や
市
道
八
幡
町
線
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
市
道
を
対
象
に
、
歩
道
・
車

道
の
整
備
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
祭
り
の
場
の
設
置

な
ど
、
大
村
の
都
市
的
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

空
間
を
つ
く
り
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の

魅
力
向
上
を
図
り
、
快
適
性
・
活
動
性
の

あ
る
人
々
に
う
る
お
い
を
与
え
る
街
路
と

し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
5
年
度
か
ら
7
年
度
ま
で
の

3
か

年
を
第
1
期、

8
年
度
以
降
を
第
2
期
と

E 

( 

東本町線

⑤レン力舗装¥側溝整備¥照明

灯設置。

⑦力ラ-舗装¥側溝整備¥照明

灯設置。

i死

し
て
整
備
の
予
定
で
す
が
、
こ
の
事
業
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
昨
年
ロ
月
、
上
・
下
波

止
通
り
の
レ
ン
ガ
舗
装
が
完
成
し
た
ほ
か
、

現
在
は
市
道
八
幡
町
線
や
、
大
村
の
顔
で

あ
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
l
ド
と
し
て
の
市
道
大

村
駅
前
線
の
整
備
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、
市
道

大
村
駅
前
線
約
6
5
0
M
の
電
線
の
地
中

化
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
内
で
初

め
て
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
の
中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、

都
市
的
風
格
を
備
え
た
魅
力
あ
る
街
並
み

整
備
は
、
今
、
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

西本町宮ノ本線

①昨年12月に完成。レン力舗装・照
明灯などガ設置され¥洋風を思わ

せるシャレだ通りとなりました。

②レンガ舗装¥側溝整備¥照明灯設

置。

③力ラ-舗装¥側溝整備。

④歩道のタイル舗装¥車道舗装

伊勢町線

⑤上記①と同様昨年12月に一部
ガ完成。レンガ舗装¥照明灯な

どが設置されました。

一 2-

完
成
予
想
図

八幡町線

美観上にも優れたインター

ロッキンク、〈力ラ-ブロック〉

舗装をはじめ¥車道舗装や側

溝整備¥照明灯設置が行われ

ます。

現

況完成予想図

八幡町線
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大
村
市
は
¥
昭
和
げ
年
2
月
刊
日
¥
全
国
で
ペ
1
8
8
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
。
以
来
¥
着
実
な
る
発
展
を
遂
げ
な
が
ら
今
年
で
臼

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
だ
「
市
制
施
行
臼
周
年
記
念
式
典
し
が
2
月
叩

日
¥
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
¥
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
だ
凶
個
人
¥

ね
団
体
に
表
彰
状
と
記
念
日
、
ガ
贈
ら
れ
ま
し
疋
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
方
で
す。

~~固体を表彰
市制施行52周年記念式典

Z労:~~個人 口

(
敏
称
略
)

対すす7市総花行521毒等記念式典市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

(2
/
日
市
コ
ミ
セ
ン

)

。
市
政
振
興
功
労

朝

長

邦

彦

(
凶
分
団

・
平
町
)

福
田
健
治
(
ロ
分
団

・
松
原
3
丁
目
)

中

山

勝

則

(
8
分
団

・
小
路
口
町
)

消
防
分
団
長
と
し
て
消
防
防
災
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

。
産
業
振
興
功
労

田
中
善
典
(
松
原
本
町
)

大
村
商
工
会
議
所
常
議
員
な
ら
び
に
副

会
頭
と
し
て
商
工
業
の
振
興
な
ど
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

小
村
孝
(
久
原
1
丁
目
)

奥
村
喜
八
郎

(
東
本
町
)

森

竹

郁

郎

(
本
町
)

渡

辺

登

(
松
並
1
丁
目
)

伊
瀬
大
造
(
宮
小
路
3
丁
目
)

辻

田

照

雄

(東
三
城
町
)

大
村
商
工
会
議
所
常
議
員
と
し
て
商
工

業
の
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田

崎

一

男

(
古
賀
島
町
)

山

口

肇

(
松
原
1
丁
目
)

山

口

宣

彦

(
今
村
町
)

北
嶋
光
昭
(
東
大
村
2
丁
目
)

農
業
委
員
と
し
て
農
業
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

清
川
結
束
吉

(
西
大
村
本
町
)

長
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
理
事
な

ら
び
に
大
村
支
部
長
と
し
て
業
界
の
振
興

な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
教
育
文
化
振
興
功
労

一
瀬
春
駒

(
諌
早
市
天
満
町
)

芸
術
文
化
進
展
の
た
め
貴
重
な
水
墨
画

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
憲
夫
(
古
町
1
丁
目
)

西
大
村
・
鈴
田
・
福
重
各
小
学
校
へ

貴

重
な
絵
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

。
社
会
福
祉
功
労

渡

遺

治

子

(
西
大
村
本
町
)

保
護
司
と
し
て
要
保
護
観
察
者
の
自
立

更
生
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
島
暢
子
(
水
田
町
)

保
育
園
園
長
と
し
て
児
童
福
祉
の
増
進

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

。
善
行

阿
部
甲
一
郎
(
杭
出
津
3
丁
目
)

都
市
公
園
の
美
化
に
理
解
を
示
さ
れ
、

清
掃

・
除
草
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

。
篤
行

田

崎

俊

作

(
神
戸
市
灘
区
)

松
原
小
学
校
へ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

藤

井

正

博

(
玖
島
3
丁
目
)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
な
ら
び
に
大
村
小

学
校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

井

本

忠

之

(
田
下
町
)

消
防
団
に
指
令
車
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

指

方

典

子

(
久
原
2
丁
目
)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
口

。
団
体
・
法
人
功
労

大
村
市
タ
ク
シ
ー

5
社
防
犯
連
絡
協
議
会

防
犯
連
絡
協
議
会
の
設
立
な
ど
防
犯
活

動
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
市
民
の
平
穏

な
生
活
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
農
協
酪
農
部
会

農
業
の
基
盤
作
り
に
優
秀
な
る
技
術
を

発
揮
さ
れ
組
織
的
な
酪
農
産
地
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

立
福
寺
温
室
組
合

農
業
の
基
盤
作
り
に
優
秀
な
る
技
術
を

発
揮
さ
れ
組
織
的
な
農
業
産
地
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
手
話
サ
ー
ク
ル

手
話
活
動
を
通
じ
て
障
害
者
の
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

三
城
小
学
校
創
立
叩
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
同
校
へ
校
旗
な
ら
び
に
記
念
碑
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

西
大
村
小
学
校
P
T
A

同
校
創
立
1
2
0
周
年
を
記
念
し
校
旗

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

萱
瀬
小
学
校
P
T
A

同
校
創
立
1
2
0
周
年
を
記
念
し
校
門

な
ら
び
に
校
章
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

芙
蓉
会
福
祉
基
金
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基
金

旭
が
丘
小
学
校
へ
楽
器
、
西
大
村
小
学

校
へ
図
書
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

永
大
鉄
工
州

市
立
病
院
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
側

国
際
交
流
事
業
と
し
て
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
口

制
テ
ム
ズ

市
奨
学
基
金
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業
側

福
祉
行
政
向
上
の
た
め
軽
自
動
車
、
車

い
す
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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市
助
役
に
田
中
誠
氏

ー
教
育
長
に
は
森
秀

新教育長

森秀一氏

広報おおむら平成6年 3月号

前
田
前
助
役
退
任
に
よ
り
空
席

に
な
っ
て
い
た
市
助
役
に
田
中
誠

氏

(
前
教
育
長

・
臼
歳
)
が
選
任

さ
れ
、

2
月
3
日
、
就
任
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

田
中
助
役
は
、
昭
和
お
年
に
市

職
員
と
な
り
、
教
育
次
長
、
総
務

氏
11 

松本市長(左)から辞令交付を受ける田中

新助役 (2/3・市役所)

部
長
な
ど
を
歴
任
、
退
職
後
の
昭

和
問
年
目
月
か
ら
約
9
年
余
り
教

育
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

辞
令
交
付
の
後
就
任
式
に
臨
ま

れ
た
田
中
助
役
は
、
「
大
型
事
業

を
か
か
え
重
大
な
局
面
に
立
た
さ

れ
て
い
る
中
、
市
長
の
指
導
、
議

会
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
任
の
教
育
長
に
は
、

森
秀

一
氏
(
前
大
村
高
校
長

・
日

歳
)
が
任
命
さ
れ
、

2
月
9
日
付

で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

3月25日----6月20日

-----

固
く
閉
じ
て
い
た
つ
ぼ
み
も
¥

を
増
し
て
き
ま
し
疋
。

花
の
街
大
村
は
こ
れ
か
ら
が
シ
ー
ズ
ン
。

皆
さ
ん

を
華
や
か
な
世
界
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

花
ま
つ
り
は

3
月
お
巴
か
ら
で
す
、
ガ
¥
期
間
中
¥

さ
く
ら
¥
し
ゃ
く
な
げ
¥
つ
つ
じ
¥
花
菖
蒲
な
ど
色

と
り
ど
り
の
花
、
ガ
咲
き
競
い
ま
す
。
お
楽
し
み
く
、
芝

さ
い
。

日
増
し
に
膨
ら
み

トーさくら←寸

0

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

(
1
、5
0
0
本
)

3
月
下
旬

1
4月
上
旬

。
ォ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

(
2
0
0
本
)
、
ク
シ

マ
、サ
ク
ラ
な
ど

(
3
0
0
本
)
4
月
中
旬

4
月
中
旬

1
5月
中
旬

。
花
シ
ョ
ウ
ブ
(
叩
万
株
・
羽
万
本
)

5
月
下
旬
j

6
月
中
旬

大村公園

0

フ

ジ

5
月
中
旬
j
下
旬

。
ツ

ツ

ジ

(
1
万
本
)

O

ア
ジ
サ
イ

(
1
万
本

6
月
中
旬
j

7
月
中
旬

=東野岳町=野岳湖公園

Oサクラ (300本) 4月上旬

一一←一一一一一苛マ
グ'

岳ノ木場公園 =上諏訪町=

O ツツジ(3万本)4 月中旬~5 月中旬
Oアジサイ(5.000本)6 月中旬~7 月中旬

炉裏見の滝=重井田町=

Oシャクナゲ (1.000本)
4 月下旬~5 月上旬

企シャクナゲ公園調11畑=

O シャクナゲ(1.400本)
4 月下旬~5 月上旬



カメラ

スポット

企自分の個性lこあった生き方を
(1 /29・市コミセン〉

小中学生や高校生を対象とした謂

査研究の権威として知られる¥静岡
ふか や まさ し

大学教授深谷昌志氏を講師に迎えて

開かれだ教育講演会。

深谷氏は¥ 「子どもの個性を伸ば

すには」と題して¥現代の子どもだ

ちの実態と問題点を¥世界の子ども

だちの例と比較しながら¥ 「これか

らはもっとその子¢個性をよく見つ

め¥その個性を生かした生き方をさ

せてくだ、さしUと訴えました。

会場には教育関係者や一般市民な

ど約200人ガ参加。講師の熱の入つ
芝講演に熱I~\に聞き入っていました。

企若きエネルギー大集合"
(2/6・市コミセン〉

若者の祭典 ・第30回青年祭ガ2月6目、市コミ
センで行われましだ。

日ごろ¥地域にねざした活動を続けている各青

年団ガ¥一堂に会しての発表会。この巴のために

猛練習を重ねてきだ成果を披露。演劇 ・楽器 -バ

ンド演奏など多彩な催しに会場は拍手隠采。ま疋¥

友空手団体との，/¥ラ工ティー力ラオケ大会J¥希

望ガE高等養護学校の和太鼓の披露ガ祭りを盛り

上げ、終始和やかな雰囲気ガ漂っていました。

4
目
を
引
く
作
品
ズ
ラ
リ

広報おおむら平成6年 3月号

(
2
/
句
・市
コ
ミ
セ
ン
)

第

6
回
大
村
市
子
ど
も
美
術
展
ガ

2
月
刊
日

か
ら
何
日
き
で
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ
¥
入
賞

作
自
6

4

l
ア
点
ガ
展
示
さ
れ
ま
し
だ
。

こ
の
美
術
震
は
¥
包
年
、
小

・
中
学
生
の
作

口
∞
を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
¥
今
回
は
、
総
画

の
部
に
守
、

4
1
7
7点
、
書
の
部
に
3
¥
1
0
4

点
、
総
数
4
¥
2
8
1
点
も
の
作
口
四
万
寄
せ
ら

れ
ま
し
だ
。

審
査
の
結
果
¥
三
賞
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(
叡
柿
略
)

。
絵
画
の
部

・
市
長
賞
1
ぎ
つ
む
ら
ま
さ
ゆ
き
(
富
の
原
小

4
l
年
)

-
議
長
賞
1
原
田
勇
樹
(
大
村
小
2
年
)

・
教
育
長
賞
1
柿
平
毅
(
大
村
小
3
年
)

O
書
の
部

-
市
長
賞
H
H
志
岐
華
菜
子
(
竹
松
小
5
年
)

4、

うイ

企魅力ある子ども会を目指し

(2/13.市コミセン〉
子ども会活動の望ましい在り万¥魅力ある活

動を考えようという「モテル子ども会発表会J

ガ2月日目、市コミセンで開かれましだ。

今回は久原第2団I也、諏訪2区、松並Tの3

つの子ども会ガ¥廃日回収活動や青成会のあり

方¥地域の中での活動など、それぞれの体験や

現在取り組んでいる活動などを発表。

会場には各地区の子ども会の会員や育成者な

ど約50人ガ出席し¥発表会を墓により良い活動
方針などを協議しましだ。

-
議
長
賞
1
浦
川
亜
希
(
玖
畠
中

2
年
)

-
教
育
長
賞
l
指
万
和
貴
子
(
大
村
小
4
年
)

企市長賞

絵画=まつむらまさゆきくん

(富の原小1年)の作品
企市長賞

書=志岐華菜子さん

(竹松小5年)の作品

h
p
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
図
っ
て

(
1
/
旬
・鈴
田
小
周
辺
)

鈴
田
旭
区
駅
伝

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ガ
こ
の
ほ

ど
¥
鈴
田
小
学
校
周
辺
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま

し
た
。同
地
区
の
社
会
体
育
振
興
会
や
子
ど
も
会
育

成
協
議
会
な
ど
が
¥
旭
区
住
民
相
互
の
親
睦
と

健
康
づ
く
り
の
意
欲
を
高
め
る
疋
め
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
¥
今
回
で
ア
回
目
。

午
前
中
は
子
ど
も
会
に
よ
る
口
l
ド
レ
ー
ス
¥

駅
伝
大
会
。
午
後
か
ら
は
一
般
の
部
の
駅
伝
大

会
ガ
行
わ
れ
¥
そ
れ
ぞ
れ
沿
道
か
ら
の
黄
色
い

声
援
を
受
け
、
自
慢
の
健
闘
を
競
い
ま
し
た
。

flJ 

h
p
作
品
通
し
て
学
習
成
果
を

(
2
/
句
・中
地
区
公
民
館
)

市
内
の
小
中
学
枝
障
害
児
学
級
、
こ
と
ば
¥

青
空
教
室
の
作
自
展
ガ
2
月
句
白
か
ら
3
日
間
、

中
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

障
害
を
持
つ
児
童
だ
ち
の
学
羽
白
成
果
、
歩
み

な
ど
を
作
口
∞
を
通
し
て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

包
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
場
に
は
紙
ね

ん
ど
¥
手
芸
¥
書
、

絵
画
、
陶
芸
、
ち
ぎ
り
絵
、

木
工
作
な
ど
ガ
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
¥
訪
れ
た

人
だ
ち
も
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
に
し
ば
し
見

入
っ
て
い
ま
し
芝
。

2月10日から 7日間聞かれた
大村市子ども美術展(市コ ミセン)

大
村
神
社
境
内
に
、
吹
く
と
ほ

ら
貝
の
よ
う
な
音
の
で
る
石
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
つ

こ
の
石
に
ち
な
ん
で
、
ほ
ら
石

吹
き
大
会
、
ほ
ら
吹
き
名
人
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

ほら吹き名人大募集/

第6回ほら吹き大会

大村公園内4月2日出

萌民泰道傷害健除
万一に備えて加入しましょう

加
入
で
き
る
人
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
通
勤
通

学
し
て
い
る
人

有
効
期
間

4
月
1
日
か
ら
来
年

3
月
白
日
ま
で

た
だ
し
、
年
度
途
中
い
つ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

掛
金

1
口
年
額
4
8
0
円
で
1

人
2
口
ま
で
。
年
の
途
中
加
入
の

人
は
月
割

ω円

支
払
い
保
険
金

(
1
口
)

-
死
亡
の
場
合
:
:
:
1
0
0
万
円

・
け
が
の
場
合
:
:
:
治
療
期
間
に

応
じ
て
5
千
円
か
ら
ロ
万
円
ま
で

申
込
開
始

3
月
1
日

ωか
ら

申
込
窓
口
市
役
所
(
総
務
課
)
・

各
出
張
所

※
町
内
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

-6 -

。ほら石吹き大会(午後2時"'4時)
ほう石を吹いて音の大きさ

をきそいます。さて¥あなだ

は何ホーン?

午後5時から表彰式を行い
ます。当日受付。

。
。
。

。ほら吹き名人大会(午後5時"，-，)

あなたの夢のあるほら話 (5分以内〉をきかせてくだ、

さい。

日ごろのうそつきもこの白ばかりは晴舞台!?ぜひご参

加ください。終了後表彰式を行います。

申し込みは商工観光課まで。

〈昨年のほら話> 25万人収容のスタジアムを建設し J

リーグを誘致/等々

正

=加入も保険金請求も簡単です

多くの皆様の加入をお勧めします=

1日約 1円30銭(年480円)

の“お守り"

最高100万の見舞金

場
合
は
町
内
会
へ

見
舞
金
の
請
求
期
間

交
通
事
故
発
生
の
日
か
ら
2
年

以
内
※
詳
し
く
は
、
別
に
配
布
し
ま
し

た
チ
ラ
シ
(
加
入
申
込
書
付
)

を
ご
覧
く
だ
さ
る
か
、
市
役
所

(
総
務
課
)
・
各
出
張
所
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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市
職
員
の
給
与
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

本
市
に
は
、
平
成

5
年
4
月
1
日
現
在
で

9
5
6
人
の
職

員
が
在
職
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業

2
5
4人
、

ボ
ー
ト
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
引
人
な
ど
、
特
殊
な
事
業

に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規

模
の
都
市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表

(行

政
職
、
教
育
職
、

医
療
職
付
、

口
、

臼
の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

昇
給
は
、

1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、

一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

を
給
与
改
定
と
い

っ
て
い
ま
す
口

昨
年
叩
月
完
成
し
た

口
ザ

・
モ
タ
広
場

(野
岳
湖
南
サ
イ
ト
)

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 | 住民基本台帳人口

平成 5年 3月 31日現在
75，369人

)
 
al--' 
(
 

% 

人件費率(与を)

16.6 

人件費(酎

千円

4，635，760 

歳出額 (A)

千円

27，878，121 平成 4年 度

職員給与の状況 (普通会計予算)

区 侶ムγ長(吾)
千円 6，466 千円

計当
一刊

費一手一

Jl
H

一勉

一

』

一勤
一

竹

一末
一

L

一与

E
同
l

一当
一千

手

ω

一員

U

給
一
職

3

料
千円

2，137，086 

給
職員数 (A)分

(2) 

554人平成 5年度

職員の初任給の状況
(平成 5年4月 1日現在)

区 分
一 般行政職

初 任 車合 採用2年経過日給料月額
円 円

大 十且'- 卒 161，400 174，600 

円 円
τ戸告~ 校 卒 131，900 141，000 

(4) 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
(平成5年4月1日現在)

般行

平 均 給料月額

311，400 
歳

齢

職

均年

39.11 

政
一
平

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
円 円 円

大学卒 237，400 287，300 340，200 

一般行政職
円 円 円

高校 卒 193，600 237，400 287.300 

(5) 
表

の

説

明

-
表

m
j表
ωに
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、

4
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表

ωで
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは、
5
年
度
予
算
か
ら
見

円

(3) 

ライ トアップされた夜ザクラ(大村公園)
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た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-
表
m
w
j
表
悶
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い
る

一
般
行
政
職
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
山
川
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

-
表
聞
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
み
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は

8
級、

課
長
は
8
j
7
級
、
課
長
補
佐
は

6
級
、
係
長
は
6
j
5
級
、
主
査

は
6
j
4
級
、
吏
員
は
3
j
2
級、

事
務
員

・
技
術
員
は
2
1
1
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。



-
表
仰
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、
一
般
に
ボ

ー
ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す。
退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に
一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
問
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
5
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

{注
}
表
山
川
、
山
間
、
問
、
小
川
は
平

成
5
年
の
給
与
実
態
調
査

に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

広報おおむら平成6年3月号

大村公園

行政職の級別職員数の状況 (平成5年4月1日現在)

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 車及 持汲 言十

人 人 人 人 人 人 人 人 人
職 員 数 25 24 244 45 27 72 25 15 477 

% % % % % % % % % 
干薄 成 上七 5.2 5.0 51.2 9.4 5.7 15.1 5.2 3.2 100.0 

(6) 

職員手当の状況

期末・勤勉手当 退 職 手 当

( 5年度支給率) ( 6年度支給率)
期末手当 勤勉手当

自己の都合による退職 定年による退職
6月期 1.6月分 0.6月分

12月期 2.0月分 0.6月分 勤続 20年 21月分 34.65月分

3月期 0.5月分 勤続 25年 28.375月分 44.55月分
計 4.1月分 1 . 2月分

職務上の段階、職務の
勤続 35年 48.125月分 63.525月分

級等による加算措置
有

最高限度額 60月分 63.525月分

(7) 

特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 収入役 議 長 副議長 議 員

円 円 円 円 円 円
報 酬 等 830.000 688.000 606.000 437.000 370，000 353，000 

期末手当 ( 5年度支給割合) 6月期1.6月分 12月期 2.0月分 3月期 0.5月分 計 4.1月分

(8) 

『防火の輸つなげて広げてな〈す火事」
春の火災予防運動

3月1日"-'7日

火災が発生しやすい時期です。一人

ひとりガ、火の取り扱いには充分注意し

ましょうo (車両火災および林野火災の

予防運動も併せて行います)

重点目標

住宅、庖舗、旅館、ホテル、社会福祉施

設、病院などに対する防火安全対策の徹底。

地域における防火対策の推進。乾燥時およ

び強風時の火災発生防止対策の推進。

消防の時間を設定

期間中、午後8時を「消防の時間jと定め 1分間サイレンを鳴らします。

もう一度、火の元を点検しましょう O

また、 3月1日ω、午前8時に消防演習招集サイレン(15秒-6秒休止-
15秒)を鳴らします。

火の用lω7つのポイント
⑦寝たばこや疋ばこの投げ措てをし

ない。

②子供には¥マッチやライターで遊

ばせない。

③風の強いときは¥だき火をしない。

④天ぷらを揚げるときは¥その場を

はなれない。

⑤家の周りに燃えやすいものを置か

ない。

⑥ふろの空だきをしない。

⑦ストーブには¥燃えやすいものを

近づけない。
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健
全
育
成
等
で
善
行
章

ー
青
少
年
健
全
育
成
l

森

永

裕

幸

さ

ん

(
諏
訪
4
1
丁
目
・
閉
山
歳
)

気
持
ち
良
く
歌
え
る

雰
囲
気
づ
く
り
を

ー
合

広報おおむら平成6年3月号

日
目

H
H

緒方さん家族(沖田町)

なかよし家族

右
か
ら
和
夫
さ
ん
側
、
千
裕
ち
ゃ
ん
川
、
末
広
さ
ん
刷
、
ル
イ
さ
ん
M
門、

栄
彰
く
ん
小
川
、
泰
子
さ
ん
閥
、
ス
ミ
エ
さ
ん
側
、
泰
贋
ち
ゃ
ん
川

子
ど
も
会
の
指
導
者
と
し
て
、

ま
た
、
少
年
補
導
委
員
と
し
て
積

極
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
な
ど

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
森
永
さ
ん
に
、

こ
の
ほ
ど
間
日
本
善
行
会
か
ら
善

行
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
会
が
発
足
し
た
の
は
昭

和
幻
年
4
月
、
教
職
に
あ
っ
た
森

永
さ
ん
は
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
、
会
の
発
足
と
同

時
に
子
供
会
活
動
に
情
熱
を
傾
け

て
こ
ら
れ
、
地
域
で
の
活
動
を
は

じ
め
、
市
内
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
全
育
成
協
議
会
の
発

ぼ
く
の
い
え
は
8
に
ん
か
ぞ
く

で
す
。
お
と
う
さ
ん
は
だ
い
く
さ

ん
で
す
口
お
か
あ
さ
ん
は
が
つ
こ

う
の
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
つ
く
る
し

ご
と
を
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
の
う
ぎ
ょ

う
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ

ち
ャ
ん
は
と
て
も
げ
ん
き
で
す
。

ぼ
く
た
ち
3
に
ん
は
ほ
い
く
え

ん
に
い
っ
て
い
ま
す
。
ほ
い
く
え

ん
は
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。

け
ん
か
も
よ
く
す
る
け
ど
、
ぼ

く
の
か
ぞ
く
は
み
ん
な
な
か
よ
し

で

す

。

(

ひ

で

あ

き

)

起
人
の
一
人
で
も
あ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
1
5
1
の
子

ど
も
会
、
日
比
校
区
の
健
全
協
が
あ

り
ま
す
が
、
「
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
子
ど
も
も
減
り
、
中
学
生
離

れ
な
ど
体
系
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

子
ど
も
会
等
の
必
要
性
を
訴
え
な

が
ら
魅
力
あ
る
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
る
。

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
の
副

会
長
、
西
小
校
区
の
会
長
を
は
じ

め
、
西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
世
話
を
さ
れ

る
な
ど
、
退
職
後
も
精
力
的
に
活

躍
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
地

域
発
展
に
か
け
る
熱
い
思
い
は
、

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
を
訪
れ
、
松
本
市
長
岡
に

ス
ズ
ラ
ン
を
寄
贈
す
る
松
井
所
長

(
2
/
4
・
市
役
所
)

大村ジャズクラブ

大
村
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

町
年
、
ジ
ャ
ズ
の
レ
コ
ー
ド
(
コ

ン
サ
ー
ト
も
含
む
)
鑑
賞
と
レ
コ
ー

ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
趣
味
と
す
る

メ
ン
バ
ー
が
、
楽
器
を
手
に
し
て

練
習
を
始
め
、
好
余
曲
折
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

市
コ
ミ
セ
ン
の
定
例
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
た
の
は
こ
れ
よ
り
数
年
後

の
こ
と
で
す
が
、
当
初
か
ら
音
楽

室
に
於
い
て
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
(
器

楽
練
習
会
)
を
主
体
に
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

4、司

円

U
守
1
4

こ
こ

2
年
ほ
ど
、
大
村
市
の
成

人
式
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

出
演
依
頼
が
あ
り
、
演
奏
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
演
奏

レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
ど
素
人
か

ら
セ
ミ
プ
ロ
級
ま
で
様
々
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ジ
ャ
ズ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

練
習
曲
目
は
、

1
9
5
0
i
ω

年
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー

が
主
流
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
も
少
数
で
す
が
あ
り

ま
す
口
ジ
ャ
ズ
に
興
味
の
あ
る
方

な
ら
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

定
例
日
毎
週
日
曜
日
、
午
後
7

時
1
9時
必
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先

工
藤
(
宮
@
5
8
3
7
)

叫， ' 

2223る
市役所や市立病院などに飾られたスズランが、

ほのかな春の香りを漂わせて、訪れる人をなごま

せました。

九州電力が、環境美化奉仕活動の一環として毎

年各施設などに贈られているもので、 2月4日、

同大村営業所の松井所長が市役所・市立病院・福

祉センターなどを訪問。ドイツスズラン数十鉢を

贈呈されました。

かすかに鈴の音が聞こえてくるような可憐な白

い花スズラン、春の訪れを告げる花として親しま

れています。

スズラン寄贈

町
の
変
遷
を
知
る
石
橋
の
橋
脚
の

部
が
今
も
残
っ
て
い
る
鶴
亀
橋
(
片
町

構亀鶴

内
田
川
に
は
、
か
つ
て
幾
つ
か
の
石
橋

が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
鶴
亀
橋
も
そ
の

一
つ
で
す
。
鶴
亀
橋
周
辺
は
、
本
町
と
片

町
を
結
ぶ
大
村
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と

し
て
戦
後
ま
で
た
い
へ
ん
賑
わ
っ
て
い
た

所
で
す
。
江
戸
時
代
の
記
録
で
あ
る
郷
村

記
を
見
る
と
、
こ
の
橋
は
玖
島
城
の
防
衛

上
重
要
な
場
所
に
あ
っ
た
た
め
、
古
く
か

ら
板
橋
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
お
そ
ら

く
明
治
時
代
に
石
橋
に
架
け
変
え
ら
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。
石
橋
は
「
長
さ
十
軒
半
、

空
逆
F寸
」
と
あ
り
、
川
の
両
側
に

「
廻
船
繋
場
」
が
多
く
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
そ
し
て
昭

和

m年
ご
ろ
ま
で
は
、
物
資
は
船
で
運
ば

れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
辺
り
が
大
村
湾

一
帯
か
ら
物
資
が
集
積
さ
れ
る
中
心
地
で
、

大
村
第
一
の
繁
華
街
で
し
た
D

鶴
亀
橋
は

昭
和
幻
年
に
石
橋
か
ら
永
久
橋
に
、
さ
ら

に
、
昭
和
回
年
8
月
に
現
在
の
橋
に
架
け

変
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
町
の
変
遷
を
知
る

石
橋
の
橋
脚
の

一
部
が
、
今
も
橋
の
た
も

と
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

t
E
A
 

噌

B
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中
学
校
入
学
遺
児
に

祝
金
を
支
給
し
ま
す

‘、
E
E
E
d
 
a' 
• 

対
象
と
な
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
い
な
い
児
童

-
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母
以
外
の
人
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に

引
き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小

学
校

・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
比
日
開
j
白
日
同

申
請
に
必
要
な
も
の
預
金
通
帳
(
保
護

者
名
義
の
も
の
。
郵
便
局
を
除
く
)
、
印

鑑
ほ
か

祝
金
の
額

3
、
0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
3
)

備融局ー電議議治まなどを

捜しています 11

次のような免許をお持ちで、現在

働いていない方はいらっしゃいませ

んか。

市の各種検診や訪問指導、機能訓

練事業などで、時々お手伝いしてく

ださる方を捜しています。働いてみ

ようと思う方はご連絡ください。

職種

・保健婦

・理学療法士

・作業療法士

・歯科衛生士

連絡先市環境衛生課(内線140・
141) 

( 

長崎県身体

障害者体育大会

出場者ぼしゅう

第32回

。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
機
能
の
回
復
と

体
力
の
維
持
増
強
を
図
り
、
自
ら
の
障
害

を
克
服
し
て
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
る

と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

日
時

5
月

m日
回
、
午
前
9
時
加
分

種
目

陸
上
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
卓
球
・

盲
人
卓
球
・
水
泳

参
加
資
格
県
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

3
月
2
日
制

申
込
先

福
祉
課
福
祉
係

。
食
生
活
改
善
推
進
員

在
宅
老
人
と
家
族
の
た
め
の

ロ

リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
者
ぼ
し
ゅ
う

在
宅
に
て
簡
単
な
リ
ハ
ビ

リ
を
行
え
れ
ば
在
宅
生
活
に

お
お
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
在
宅
介
護
者
・

一
般
市

民
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

在
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
た
い
、
介
護

に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

期
間

3
月
4
日
倒
j
お
日
樹
、
毎
週
金

曜
日
、
全
4
回
、
定
員
お
人

時
間
午
前
日
時
か
ら
2
時
間
程
度

申
込
方
法

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

養
成
講
座
受
講
者
募
集

健
康
や
食
生
活
に
関
す
る
知
識
を
習
得

し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
の
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

期
間

5
月
j
来
年
3
月

月

1
回
、
午

後
1
時
か
ら
4
時

場
所

福
重
出
張
所

対
象
自
ら
推
進
員
と
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
す
る
熱
意
を
有
す
る

婦
人
約
印
人

実
践
活
動
に
つ
い
て
所
定
の
課
程
を
終

了
す
る
と
、
平
成
7
年
度
よ
り

「食
生
活

改
善
推
進
員
」
と
し
て
、
地
域
で
健
康
守
つ

く
り
の
実
践
活
動
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
2
年
度
に
松
原
地
区
で
、

平
成
4
年
度
に
鈴
田
地
区
で
養
成
し
、
現

在
実
践
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
期
限

3
月
白
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
衛
生
係

環
境
衛
生
課

( 

(西
三
城
町

8
2
@
1
3
5
1
)
ま
で
、

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

健康子レホふサービス
ft23-4646 

月 中性脂肪
3 火 テニス肘
月
水 入学に際しての注意
の

ア 木 女化性粧の品肌にのよトるラ肌ブのル⑦トラブル

マ
〆宣/¥Z、 寝たきりのお年寄りの歯の健康

土日 親と子の性教育③

ι 



国
民
健
康
保
険
蹴
排
除
争
髄
が

4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

広報おおむら 平成6年3月号

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
退
職
被
保
険
者
証
は

3
月
白
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

4
月
か
ら
は
新

し
い
被
保
険
者
証
(
桃
色
)
・
退
職
被
保

険
者
証
(
水
色
)
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は

3
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

①
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
ら
れ
る
場
合
は
、
必
ず
新

し
い
被
保
険
者
証
(
桃
色
ま
た
は
水
色
)
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

③
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
、
市
外
に
転
出

し
た
人
で
、
被
保
険
者
証
の
抹
消
届
を
し
て
い
な
い

人
は
早
く
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
社
会
保
険
な
ど
が
切
れ

た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

退
職
者
医
療
該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
診
療
費
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

保
険
税
の
未
納
の
あ
ら
れ
る
人
は
、
納
税
相
談
を

し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
直
接
本
人
に
交
付
す
る
(
短

期
保
険
証
)
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
早
急
に
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
口

座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

昨
年
3
月
実
施
さ
れ
た
沿
岸
清
掃

(大
村
公
園
先
沿
岸

保険料の納付は
a 

・ ~I;:主憲司

口座振替・納付組合で/ザ1'~

ーみんなの力で海岸スッキリー

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

平
成
5
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

書
は
4
月
お
日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
D

期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
便
利
な
口
座
振
替
を
f

金
融
機
関
へ
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
翌
月
分

か
ら
毎
月
振
替
え
ら
れ
ま
す
。

。
納
付
組
合
を
作
り
ま
せ
ん
か
f

5
人
以
上
で
納
付
組
合
を
作
り
保
険
料
を

取
り
ま
と
め
て
納
付
す
る
と
、
報
償
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
口

お
わ
び
と
訂
正

2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

(
H
べ
l
ジ
)
の
入
選

者
行
徳
寅
吉
さ
ん
は
行
時
寅
吉
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

大村湾をきれいにする会大村支部では、ふるさとの

きれいな川や海を子どもたちに残そうと、年 2回(3 

月と 8月ごろ)沿岸清掃を毎年行っています。(8月は

大村湾全域で実施されますが、 3月は大村独自で行っ
ています。)

市民の皆様のご協力をお願いします。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボー

ト部艇庫前沿岸〕

(合成洗剤を追放す

る大村連絡会〈町内

会も加入〉担当区域)

日時 3月13日(日)、

午前7時30分(1時

間半程度)

事務局環境衛生課

公害規制係

※なお、当日は長靴

をはいて来てくだ

さい。(道具類、

軍手は用意します)

※雨天の場合は中止

します。

nペ
U

4
E
よ



平
成

6
年
度

建
設
工
事
等
の

指
名
願
の
申
請
を

平
成
6
年
度
に
市
が
行
、
つ
建
設

工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
と

お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

①
建
設
工
事
・:
建
設
業
の

許
可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の

審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
:
・
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要

と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

3
月
1
日

ω
j
m日

建
設
省
統
一
様
式
ほ

管
財
課
監

図
書
館
・
史
料
館

休
館
し
ま
す

図
書

・
資
料
の
整
理

・
点
検
、

カ
i
ド
目
録
の
整
備
な
ど
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

期
間

3
月
日
日
ω
j
お
日
幽

な
お
、
3
月
日
日
間
ま
で
、
通

常
ど
お
り
図
書
の
貸
し
出
し
は
行

い
ま
す
。

※と |千 郵 日詠
す広詠書庁代 便 消 進
。報進き 」 田 の 印 の 古

課歌添と区 あ 有 期 干

広めえし千 て き 限 成 要

望主ゴ封自先 9 1 j 
聴要だ筒 1 ---， 月 年
係領さに番 〒 30 勤
にはい---=-' 1 100 日 T 
あ、 O 警号東 住) 套

り秘護京( 始 要
ま書主主宮都 当 委

(書式 図) さ全名 重

十 |記 留 ?
番 : 、 、 ?A 唱ミ~ 臣

氏ふそ; 、 、歌 ly - t 

u i;住 1JJli量
名な所 |い

職

業

平
成

6
年
度
上
期

労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
免
許
試
験

試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、

同
溶
接
士
、
同
整
備
士
、
運
転
士

(
ク
レ

ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク

・
揚
貨

装
置
)
、
発
破
技
士
、
衛
生
管
理

者
、
作
業
主
任
者
(
ガ
ス
溶
接
・

林
業
架
線

・
高
圧
室
内
・
エ
ッ
ク

ス
線
・
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
)
、

潜
水
士

問
い
合
わ
せ

九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー

(
久
留
米
市
東
合
川

5
丁
目
8
0
9
4
2
⑬
3
3
8
1
)

未
利
用
の
固
有
地
を

売
払
い
ま
す

固
有
地
を

一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
払
い
ま
す
。

所
在
・
種
目
・
数
量

諏
訪
2
丁
目
5
0
7
番
句
、
宅

地

・
1
5
1
2m

ほ

か

2
筆

現
地
説
明
会
の
日
時

3
月
9
日
凶
、
午
後
2
時
j

現
地
説
明
会
場

入
札
地

入
札
日
時

3
月
日
日
側
、
午
後
2
時
j

入
札
会
場

市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

福
岡
財
務
支
局
長

崎
財
務
事
務
所
管
財
第
一
一
課
(
長

崎
市
筑
後
町
3
l
M
宮
0
9
5
8

②
4
2
7
1
j
4
)
 

水
道
部
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る

場
合
は
必
す
手
続
き
を

引
っ
越
し
な
ど
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
水
道
部
(
消
防
署
の
隣
)
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
の
精
算
な
ど
を
行
い
ま
す
。

手
続
き
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課
料
金
係
(
宮
@

1
1
1
1
)
 

日時 3月5日(士)、

午後3時

場所 市コミセン

主催 大村生活学校

内容 会員の学習活動の作品展、

チャリティー即売会(衣料品、

食料品、食器など)ほか

みなさん、お誘い合わせのう

えお出かけください。

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金

14 -

H
平
成

5
年
度
分
申
し
込
み
は
3
月
幻
固
ま
で
に
H

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
訊
-
成
資
金
の
融
資
(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
ミ
リ
映
画
を

新
し
く
購
入

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

新
た
に
四
ミ
リ
映
画
9
本
を
購
入

し
ま
し
た
。

操
作
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に

無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
子
ど
も
会
活
動
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
を
除
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー

(宮
@
3
1
6
1
市
コ
ミ
セ

ン
内
)

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
5
年
4
月
1
日
か
ら

6
年
3
月
白
日
ま
で
に
該
当
す
る

人。利
子
補
給
金
額

年
間

一
律
4
万

円
(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

。
気
づ
い
だ
と
き
が
変
え
る

と
き
(
家
庭
教
育
、

路
(
家
庭

教
育
)
¥
ボ
ケ
を
防
ぐ
(
高
齢
者

教
育
)
、

ぼ
く
に
涙
は
に
あ
わ

な
い
(
健
全
育
成
)
¥
長
ぐ
つ

を
は
い
だ
猫

(戸
二
メ
て

彦

一
と
ん
ち
ば
な
し
(
戸
二
メ
ペ

天
狗
の
羽
う
ち
わ
(
ア
ニ
メ
ペ

こ
、
き
つ
ね
の
お
く
り
も
の
(
戸

一一
メ
ペ

ぼ

<
、ガ
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ガ
ぼ
く

(戸
ニ
メ
)



参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
お
は
な
し
の
会
」

本
好
き
の
子
ど
も
に
育
て
る
に

は
、
読
ん
で
あ
げ
る
の
が
一
番
の

近
道
で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時

j
3
時
鈎
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
絵
本
の
読
み
き
か
せ
ほ
か

対
象
幼
児
・
小
学
低
学
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
方

平成6年 3月号

怠かちく公民館まつり

広報おおむら

の
協
力
で
す
。
参
加
費
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
⑬
1
3
7
6
)

大
村
墨
影
会

鈎
周
年
記
念
展

過
去
叩
年
間
の
日
本
南
画
院
展
、

県
展
、
市
展
な
ど
に
入
選
、
入
賞

し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
の

で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間

3
月
お
日
幽
j

U
日
間
、

午
前
日
時
j
午
後
5
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
杉
本
(
宮
⑨
4
2

中
地
区
公
民
館
を
定
例
的
に
利
用
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
は
、
誰
で
も
、

い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
何
か

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

円

i
ウ

i
西
大
村
中
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

楽
し
い
演
奏
会
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

3
月
幻
日
間
、
午
後
1
時

初
分
開
演
(
午
後
1
時
開
場
)

場
所
市
民
会
館

内

容

マ

l
チ
、
ポ
ッ
プ
ス
、
歌

謡
曲
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
ク
ラ
シ
ッ

ク入
場
料

無
料

4 

問
い
合
わ
せ
西
大
村
中
学
校

(
宮
⑬
2
3
6
0
)

玖
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

日
時

3
月
初
日
出
、
午
後
1
時

ω分
開
演
(
午
後
1
時
開
場
)

場
所
市
民
会
館

内
容
バ
ラ
ー
ド
I
、
サ
ウ
ン
ド

オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ほ
か

入
場
料
無
料

問
い
合
わ
せ
水
本
(
宮
⑪
2
0

2
9
)
 

-舞台発表の部

3月6日(日)、午前10時~午後5時
内容民踊・詩ち・剣詩舞-コーラス-日舞 ・戸ートパレ士・

健康体操・大正琴・民謡・レクタンス・毘舞 .38体操ほか

・展示発衰の部

3月12日(土)-13日(日)、午前9時~午後4時30分
内容 水彩画自給・木彫・俳句・書・木目込人形-刺しゅ

う・フラワーデザイン-藤子芸・あり紙・手あみ・パッチワ

フ・生花・紙ネンド人形-写貰-平日裁-茶花-ヨガ-利紙

ちぎり総ほか

O茶会…展示期間の2日間(茶券は当日会場で発売します〉
O着物着付実演…12日・13日午後2時ガら
。バザー うどん・力レー・ケーキ-だき込みごはん-コーヒ

ー・手作り届など

0ガレージセール 3月12日(土)¥午前10時~
場所中地区公民館(宮5J"'-'1376)

空
閑
地
の
維
持
管
理
は
責
任
を
も
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
?

大
村
市
内
で
、
市
街
地
ま
た
は

住
宅
が
集
合
し
て
い
る
地
区
若
し

く
は
そ
の
周
辺
地
区
に
空
閑
地
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
大
村
市
環

境
保
全
条
例
に
よ
り
、
そ
の
空
閑

地
の
雑
草
の
刈
取
り
を
随
時
行
う

ほ
か
、
ご
み
な
ど
の
投
棄
を
防
止

す
る
措
置
を
講
じ
、
空
閑
地
の
適

正
な
維
持
管
理
を
行
う
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

雑
草
が
繁
茂
し
た
り
、
ご
み
な

ど
が
投
棄
さ
れ
た
り
す
る
と
、
環

境
保
全
上
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
空
閑
地
所
有
の
方
は
維
持

管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
衛
生
課
公
害
規
制
係

歯舞群島・色丹島・国後島・択捉島の

冨重量1日?早い平均ヤ
北方領土すなわち、歯舞群島・色丹島・国後島・択捉島は、昭

和20年の終戦以来ソ連・ロシアによって占領され、現在もなお、

その返還は実現していません。

北方領土の返還は、世界平和のためにも、日本とロシアが真の

友好関係を築くためにも、どうしても解決しなければなりません。

領土問題の解

決には、国民の

一人ひとりが北

方領土について

正しく理解し、

身近な問題とし

て認識し、ねば

り強く正しい主

張を訴えていく

必要があります。

稚内

-15-



確
定
申
告
は
も
う
お
済
み
で
す
か

-
平
成
5
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
な

ら
び
に
納
付
は
、

3
月
日
日

ω

ま
で
で
す
。

-
個
人
事
業
者
の
平
成
5
年
分
の

消
費
税
の
確
定
申
告
お
よ
び
納

付
は
、

3
月
紅
白
岡
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

注
:
・
こ
の
時
期
は
税
理
士
の
資
格

を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
か
に
せ

税
理
士
u

が
横
行
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

春休罪辺、話会d

固定資産課税台帳の

縦覧期間を変更します

O 

O 

固定資産税の評価替えに伴い、今

年度の課税台帳縦覧期間を4月13日
(水)-----5月2日(月)までに変更します

(現行は 3 月 1 日 ~20 日まで)。

ハロ
l
ワ
ー
ク
大
村
3
月
mm
日
か
ら

新
庁
舎
に
変
わ
り
ま
す

庁
舎
建
替
の
た
め
、
市
立
病
院

横
の
仮
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
い

た
「
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
村
(
大
村

公
共
職
業
安
定
所
)
」
が
庁
舎
完

成
に
よ
り
3
月
お
日
開
か
ら
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
新
庁
舎
は
旧
庁
舎
(
松

並
1
丁
目
)
と
同
じ
場
所
で
す
。

-天正少年使節輝ける旅立ち(アニメ25分)
・こぎつねのおくりもの (アニメ30分)
・天狗の羽うちわ (アニメ12分)

日時 10: 00"-11:00 14:00----15:00 

3月25日告白 福重出張所 松原出張所

26日仕)中地区公民館 西大村コミセン

28日(周 二浦出張所 竹松出張所

29日閃 鈴田出張所 萱瀬出張所

30日付。 市コミセン

視聴覚ライブラリー
(C54-3161市コミセン内)

問い合わせ

県
民
の
翼

ソ
ウ
ル
直
行
便
復
活
就
航
記
念

ソ
ウ
ル
3
日
間
の
旅

3
月
お
白
か
ら
長
崎
空
港
か
ら
の
ソ
ウ
ル
直
行
週
3
便
運

航
ガ
復
活
/

出
発
日

0
4
l
回
目

3
月
お
日
目

i
初
日
附

2
泊

3
日

0
2
回
目

3
月
初
日
附

1
4
月
ペ
|
日
間
四

2
泊

3
白

料

金

4
9
¥
8
0
0
円
(
ホ
テ
ル
ロ
ッ
テ
泊
)

そ
の
他

ロ
ッ
一
ア
ワ
ー
ル
ド
入
場
料
お
よ
び
つ
ォ
l
力
ー

ヒ
ル
で
の
シ
ョ
ー
叶
き

く
わ
し
く
は
¥
県
一公
通
政
策
課
ま
た
は
J
下
B
¥
日
本

旅
行
¥
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
¥
東
急
観
光
¥
日
通
旅
行

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画

一一長
崎
県

・
長
崎
国
際
空
港
整
備
促
進
一
期
成
会

視聴覚ライブラリー

親子映画会

E霊直司
/1¥¥¥ 
にをを

金恐利

zれFzな返
し1し¥(，¥ 

暴力団は街の敵グ

3月128I市コミセンI10:00'"'-'竹:00
∞ |茜大村コミセンI14: 00'"'-'15: 00 
・笠地蔵 (アニメ10分)
・こじきのくれたてぬぐい(アニメ11分)
・ぼくがおじいちゃんで

おじいちゃんがぼく
暴力団に関する相談は

議ム玄民
ザ
3

県
ク
9

放
ャ
8

追

0

由

一
)

1
J

J
・0

「
J

ゴ

動
克
?
』

県

8

崎

5

長

9

財

0

• (アニメ32分)

課策
ノ
対汁一
7

団

T
O

力
也
0

暴
四
0

部

)円/
』

本

!
察

じ

警

8

県

5

崎

9

長

0

• 視聴覚ライブラリー

(C54-3161市コミセン内)
問い合わせ

お気軽にご利用ください。

ハh
U
1ょ

* 無料

*秘密厳守

バイク・軽自動車の

変更手続きは3月中に



高
校
・
大
学
奨
学
生

⑨
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

3
月
日
日
ω
j
5
月

の学有 資 10募
人中す 格 日 集
の(る ω期
う 4人県 間
ち月の内
、進子に
経学弟 1
済予で年
的定、以

理者大上
由苦学住
に吉に所
よ巴在を

り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物

・
学

業
に
優
れ
て
い
る
人
。

貸
与
月
額

・
国
公
立

H
2
万
8
、
0
0
0
円

・
私
立

H
3
万
4
、
0
0
0
円

⑥
大
村
市
奨
学
生

3
月
日
日
ω
1
4
月

募
集
期
間

お
日
嗣

資
格

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
校
、
国
立
高
専
、

短
大
、
大
学
に
在
学
中

(
4
月
進

学
予
定
者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
で

か
つ
、
人
物

・
学
業
共
に
優
れ
て

い
る
人
。

貸
与
月
額

1
万
円

平
成

6
年
度
学
校
週

5
日
制
対
応
事
業

コ
レ
ュ
エ
ア
・
ワ
ヴ
キ
ふ
ヴ
・
ス
ワ

1
ル」

受
講
者

平成6年3月号

た
ま
に
は
、
自
分
で
作
ろ
う
。

お
か
あ
さ
ん
に
負
け
な
い
楽
し
い

料
理
を
学
び
ま
す
。

期
間

4
月
9
日
j
来
年
3
月
日

日
(
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午
前
9

時
初
分
j

U
時
。
た
だ
し
、

8
月、

2
月
は
除
き
ま
す
。
)

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

対
象
・
定
員

中
学
1
年
生

j
3

年
生
(
男
女
を
問
わ
ず
)
初
人

受
講
料

無
料
(
材
料
費
は
、
実

日
回
分
5
、
0
0
0
円
程
度
)

広報おおむら

諌
早
料
理
学
校

柳
原
淳
先
生

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名

・
年
齢
(
学
校
名

・
新

学
年
)
・
性
別

・
電
話
番
号
・
講

座
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

3
月
お
日
幽
(
坐
看
)

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
幸
町
お
j
お
宮

⑪
3
1
6
1
)
 

講
師

た
だ
し
高
校
、
高
専
に
つ
い
て

は
他
制
度
と
の
併
給
制
限
あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
講
習
の
参
加
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
触
れ

合
い
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を
図
り
ま

す。対
象
者

勤
労
者
一
般

日
時

3
月
6
日
側
、
午
前
叩
時

j
午
後
3
時

場
所

慈
恵
荘
(
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
)

募
集
人
員

初
人
程
度

問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
宮
@
1

3
5
3
)
 

平
成
6
年
度

放
課
後

学
童
保
育
入
所
児
童

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

3
月
6
日
側、

午
前
叩
時
i
什
時

・
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園

内
)
・
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中

央
幼
稚
園
内
)

3
月
日
日
側、

午
前
叩
時
j
什
時

・
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東 諏 訪 1 3K 23.200 

竹松 2 2K~3K 7.3∞~12 側
l 種
久原第二 2 3DK 21.100 

域 1 3DK 25.200 

旭 1 2K 6.700 

竹 松 2K 6.700 
2 種
池 田 2K 7.800 

久原第二 2 3DK 15，500 

市営住宅入居者
全
国
野
鳥
保
護
つ
ど
い

標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

来
年
5
月
に
第

ω回
愛
鳥
週
間

「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
を

小
浜
町
雲
仙
で
開
催
し
ま
す
が
、

美
し
く
、
楽
し
く
、
た
く
ま
し
い

長
崎
県
ら
し
さ
を
生
か
し
た
標
語

パ
ス
方
向
転
換
所
前
)
・
く
さ
ぶ

え
ク
ラ
ブ
(
富
小
横
ま
る
た
か
商

庖
前
)

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父

母
の
会

-
と
ま
と
(
宮
⑪
6
4
3
8
)

-
さ
く
ら
ん
ぼ
(
宮
⑫
3
3
3
9
)

・
あ
さ
ひ
っ
こ
(
宮
⑧
6
2
9
0
)

・
く
さ
ぶ
え
(
宮
⑤
1
5
8
2
)

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申込期限 3月8日(刈

抽選日 3月22日(火)、午前10時30分~

入居日 4月1日(月)

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係

と
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
し
ま

す
。
(
自
作
・
未
発
表
の
も
の
)

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ

1
枚
に

作
品

1
点
と
し
(
標
語
、
シ
ン
ボ

ル
マ

l
ク
は
別
々
に
)
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
(
ま

た
は
学
校
名

・
学
年
)
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

3
月
辺
日

ω

賞

最
優
秀
賞
各
1
点
(
賞
状
お

ガーJしスカウト

長崎県第7団

スカウト

8 

対
象

小
学
校
新
1
年
生
、
新
4

年
生
(
そ
の
他
の
学
年
も
若
干
受

け
付
け
ま
す
。
)

県営住宅入居者

市内の空き家住宅が対象です。

申込期間 3 月 22 日 (刈~24 日(柑

抽選日 3月31日(木)

※申込用紙の配布は 3月15日(刈から

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村

事務所(ft@68 2 5大村パスターミナル2階〉

よ
び
副
賞
)
優
秀
賞
各
5
点
(
同
)

そ
の
他
・

作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
・
入
賞
作
品
の
著
作
権
、
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
・
最
優

秀
作
品
は
補
作
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

応
募

・
問
い
合
わ
せ

県
保
健
環

境
部
自
然
保
護
課
(
干
制
長
崎
市

江
戸
町
2
!
日
告

0
9
5
8
@
1

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

名
・
保
護
者
名
・
学
校
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先

鶴
計
子
(
植
松

1
丁
目

M
j
7
8
@
1
4
8
9
)
 

申
込
期
限

3
月
日
日
同

※
少
女
た
ち
の
健
全
育
成
に
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
リ
ー
ダ
ー

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ワー
吋
l
A



。
。
J 

3 

ナ
イ
タ
ー
使
用
は

登
録
が
必
要
で
す

平
成

6
年
度

ナ
イ
タ
ー
利
用
の
た
め
の
登
録

が
な
い
と
、
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

登
録
内
容

責
任
者
、
保
証
人
2

人
と
チ
l
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の

た
め
の
銀
行
口
座

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日

・
毎
月
5
H
H
そ
の
月
の
日
日
j

月
末
ま
で
の
分

-
毎
月
初
日
H
翌
月
の

1
日
j

日

日
ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
土

・
日
・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
し

て
い
な
い
チ
l
ム
は
、
そ
の
と

き
の
抽
選
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間

(
時
間
厳
守
)

-
森
園
運
動
広
場
H
午
後
1
時

・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
H
午
後
2
時

・
補
助
グ
ラ
ン
ド
H
午
後
3
時

抽
選
会
場

市
役
所
第
7
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育

課

ス求ーツ寄金銅除
小さな掛金、大きな補償一

おおむら軽スポーツ大会

ヵ)ア

目

イ

種

ア

男子の部

(男女混成可〉

女子の部

一一

ン(ィ

桜祭り、

生涯スポーツとして、

市民の親善友好と健康づ

くりに参加しませんか。

日時 3月27日(日)、午前

9時30分
場所 市民体育館

参加資格 市内在住者ま

たは市内の事業所に勤務

する人

参加費 1，000円(グラ
ンドゴルフ個人参加者

300円)
申込期限 3月18日住)
申し込み・問い合わせ

体育課

O 

O 

(グランドゴルフ 〉

2 
~'~ 

Tチーム6人編成
で年齢性別は問い

ません。

個人参加も可。

第
刊
回

大
村
・
東
彼

地
区
卓
球
大
会

期
日

3
月
日
日
間

場
所

市
民
体
育
館

種
目

中
学
男
女
、
一
般
男
子
A
、

同
女
子
、
一
般
男
子
B
(初
心
者
)
、

同
女
子
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

大
村
東
彼
地
区
に
在

住
・
在
勤

・
在
学
中
の
人

申
込
期
限

3
月
4
日
幽
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
協
会
(
宮
@

4
1
1
1

内
線
1
2
8
中
嶋
)

第17回おおむら駅伝競走

大会成績

平成6年度のスポーツ安全保険の加入受け付け O

が始まっています。

子供会や運動クラブなど5人以上の団体であれ

ば加入できます。スポーツ保険で万一のけがや賠

償責任、突然死などの事故に備えましょう D

掛金 (1人年額)

子供や文化活動が400円、 一般は1，300円(老人
クラブ団イ本は600円)
保険金額

・事故による死亡・後遺障害2，000万円
(老人クラブ団体は500万円)

・入院1日につき4，000円
(老人クラブ団体は1，800円)

・通院1日につき1.500円
(老人クラブ団体は1，000円)

賠償責任保険 対人1億円、対物500万円、心臓 O
麻痔などの突然死の見舞金120万円
申し込み・問い合わせ スポーツ安全協会長崎県

支部 (ft0958@3 0 2 4 ) 
※加入申込書は体育課・市民体育館-屋内プール

にあります。

一般二⑦理容くりはら②Mr. 

MAGIC③ギンナンA

選抜二①陸自大村②コマツ電子

金属陸上部③大村工業高校A

第
引
回

-18-

防
火
少
年
剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
、
市
内
各
地
区
の
少
年
剣
士

約
6
0
0
人
を
一
堂
に
会
し
防
火

少
年
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
6
日
冊
、
午
前

9
時

初
分
開
始

場
所

市
民
体
育
館

主
催

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

主
管

大
村
消
防
署

大
村
健
康
ウ
ォ

l
ク

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

春
/
自
然
の
中
で
健
康
作
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
口

例
会

毎
月
1
回
(
日
曜
日
)

市
内
お
よ
び
近
郊
の
コ

l
ス
約

日
同
を
ハ
イ
ク
し
ま
す
。

年
会
費

1
世
帯
3
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
(⑪
4
2
8
2
)

チ
ロ
リ
ア
ン
・
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

山
登
り

・
山
歩
き
が
大
好
き
な

人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
口

例

会

・

正
会
員
・:
年
数
回
の
登

山
・
準
会
員
:
・毎
月
1
回
近
く
の

山
を
歩
き
ま
す
。

年
会
費

3
、
0
0
0
円

連
絡
先

寺
井
(
宮
(⑪
1
3
1
7
)



ご
寄
付

市長杯争奪

1市民ガ，ツァ11F夫会

サッカーを愛する仲間たち

ガ賂プレー・ 珍ブレ を発揮

する市民サッカーの巴です。

期日 4月3日(日)・10日(日)

場所 航空隊グラウンドほか

資格 市内在住者および¥市

内職場 -職域で働いている人

参加料 オチームフ， 000 
円 (保険料含む〉

申込期限 3月12日(土)

監督会議 3月16日(水)¥午後

ア時から市コミセン

申し込み、問い合わせ

市サ、y力一協会

(宮②6782柴田〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成6年 3月号

市
内
小
学
校
へ

V
小
川
す
み
子
(
中
里
町
)
児
童

用
図
書
鈎
万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
小
川
す
み
子

(
中
里
町
)
展
示

ケ
l
ス
ロ
万
円
相
当

市
内
小
・
中
学
校
へ

V
城
島
ナ
ヲ
(
桜
馬
場
1
丁
目
)

児
童
用
図
書

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
猪
股
忠
泰
(
沖
田
町
)
5
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
福
嶋
房
利
(
松
原
1
丁
目
)
図

書
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
石
本
和
幸
(
古
町
2
丁
目

)
5

万
円

広報おおむら

V
朝
長
勝
利
(
黒
木
町
)
叩
万
円

V
道
田
ヒ
サ
(
荒
瀬
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
野
口
ト
モ
エ

(
向
木
場
町
)
叩

万
円
V
松
添
豊
(
久
原
1
丁
目
)
3
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カレジター3月
1tk日d 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧13:30~15:00 15GKB 3 乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30~11:00 

2日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~ 16:00 16制日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00~ 16:00 
伺。 ⑧母子健康手帳 ⑧母子健康手帳

1歳6か月児健康診査 市コミセン 3歳児健康診査 大村保健所

3日 ⑧13:00~ 13:30 ⑧9:30~ 10:00 、 13:00~13:30 

併9
⑧平成4年8月生まれ(4 年 3 月 ~7 月生まれで、 17日 ⑧平成2年9月生まれ(2 年 3 月 ~8 月生まれで、
まだ受けていない人も受診してください)

同 まだ受けていない人も受診してください)
⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

⑧母子健康手帳、問診票

明日の親のための学級(6) 定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 

4白 市コミセン 13:00~ 16:00 
18日 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00~15・00

省当 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 
告白 ⑧⑮…4日ωと同じ

@40歳以上⑮血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか
19日

6日 当番医 は) 耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 

(内)近藤正院 東本町 宮@1166
(日) (耳)海江田医院東本町 宮②3329 20日 当番医 む

(内・呼)おおつか内科医院 西三城町 宮@8080
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ (日) (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町 宮@8355
7日 市コミセン 9:30~ 11 ・ 00 ⑧9 : 00~9:30

⑮母子健康手帳、ズボン 21日 当番医(月) 一般健康相談 市役所 13:00~16:00 
(月・祝)

(内)南野クリニック 乾馬場町 宮⑬2233
⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか (産)おび産婦人科医院 本町 宮⑪1103

乳幼児健康相談 市コミセン 23嗣日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

8日 ⑧9:30~ 1 1: 00 、 1 3:30 ~15:00 ⑧母子健康手帳

G約
⑮離乳食教室 1 0 : 30~ 15:00 24日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 
明日の親のための学級(7) 併守 ⑮体力測定
市コミセン 18:30~20:00 

9日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 27日 当番医
倍。 ⑮母子健康手帳 (日)

(内・小)寺井医院玖島 1丁目 色@3574
(外・内)原医院宮小路1丁目 色@8427

10日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 
側 ⑮ファンシ一手芸

乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑧9:30~11:00 
1歳6か月児健康診査 28日 ことばの教室 市コミセン 13:30~16:00 

11日 市コミセン ⑧13 : 00~ 13:30 ⑧母子健康手帳⑧ことばの発達など

省当
⑧⑧… 3日(柑と同じ (局 が気になる幼児
明日の親のための学級(8) ※初めての人は、環境衛生課へ電話で申し込んでください。
市コミセン 9:30~ 13:00 

13日 当番医
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

(内)川本内科医院 久原1丁目 2⑪5675 ⑧…持ってくるもの

(日) (耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮@2706 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

印
制
所
/
三
商
堂

編
集
/
秘
書
広
報
課

〈ノ

4・

lC: 

2月1日現在
計 77，238 
(+76) 

37， 005 
(+ 3 1 ) 

40， 233 
(+45) 
24， 4 1 6 
(+ 28) 

人口の動き

男

女

人口

世帯数

( )内は前月比

却

3月の大村ポート (3 日 ~8 日 .MB 大賞、 12 日 ~15 日、 21 日~

22 日 ・ 総理大臣杯場外発売、 26 日 ~31 日・ KTN企業杯)
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